




































































































　研究課題１　Vocabulary Knowledge Scale の総合得点において、講義を聞く前と後では語彙
知識の深さに変化は見られるか。
　研究課題２　Vocabulary Knowledge Scale の各得点は、講義を聞く前と後ではどのように変
化するか。
　研究課題３　Vocabulary Knowledge Scale での各語の得点の伸びは、語によって異なるか。
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　　これは、英語教育のDDL教材（Exploring Academic English：A workbook for student es-


































　　　｛ １．検討していきたい。 ２．探していきたい。 ３．予想していきたい。｝
　ｂ．シンポジウムやセミナーを開き、加盟国の理解と対応を（　　　　　　　　　）。
　　　｛ １．試みる。 ２．決める。 ３．促す。｝
　ｃ．経済の高成長と急テンポな人口増加の中で、急激な都市化の対応を（　　　　　　）、他の
先進国にない特色だった。
　　　｛ １．追求されたことも ２．迫られたことも ３．追われたことも　｝
　ｄ．ロシアで進行する事態を重視し、対応策を（　　　　　　）ため、首脳会議を開くように
提案した。
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